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地 域 再 生 計 画  

  

  

１ 地域再生計画の名称  

矢掛・井原の人が行き交う元気な地域づくり計画  

  

  

２ 地域再生計画の作成主体の名称  

岡山県、岡山県小田郡矢掛町 

  

  

３ 地域再生計画の区域  

井原市及び岡山県小田郡矢掛町の全域  

  

  

４ 地域再生計画の目標   

４－１ 地域の現状 

矢掛町は、岡山県の南西部に位置する地域である。人口は約１．４万人、面積約 

９１ｋ㎡で、江戸時代には旧山陽道の宿場町として栄え、町中心部に位置する本陣 

・脇本陣は国の重要文化財に指定されている。平成２５年度から２６年度にかけて 

同エリアに地域交流施設及び宿泊施設を整備し、各種観光施策、地域交流施策を実 

施し、地域活性化を図っている。また、平成２６年度には矢掛町総合運動公園を整 

備し、供用開始以来、町内外から多くの利用者を迎えている。平成３０年度には矢 

掛地区に道の駅整備が計画され、令和２年度に「道の駅山陽道やかげ宿」が完成し 

ており、さらなる交流人口の増加が見込まれる。また、町の東部には農業体験施設

「水車の里フルーツトピア」があり、井原市産の農産物や加工品なども販売し、農業

を生かした観光・交流を進めている。  

井原市は、矢掛町の西に隣接する人口約４．１万人、面積約２４４ｋ㎡の岡山県

西端に位置する市である。市北部には県内有数の景勝地ある天神峡を有し、近代日

本を代表する彫刻家の平櫛田中の作品を展示する田中美術館などがある。また、市

中北部の山間丘陵地においては農業が基幹産業であり、広域農道の沿線には、西日

本有数のぶどう産地である青野地区や、香りがよく品質が高い「明治ごぼう」を生

産する明治地区などがあり、広域農道沿いの選果・出荷施設からは、矢掛・井原地

域の農産物直売所へも多くの農産物を提供している。一方で、市北西部にある三原

地区・共和地区においては、広域農道が未整備のため農産物の搬送に迂回を強いら

れるうえ、高齢化や過疎化と合いまって、担い手が不足する状況となっている。  

かつて、この地域は、東西の主要道路である旧山陽道の矢掛宿などの宿場町とし

て栄えていた。現在、旧山陽道は国道４８６号へと整備され、井原市、矢掛町の地

域交流・連携を支える東西の主要幹線道となっている。  

この１市１町は、消防、清掃施設等を組合で共同運営しているほか、井原鉄道、

備中西商工会などにより密接に繋がっている。 
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４－２ 地域の課題 

矢掛町では、中心市街地に古民家再生による新たな観光拠点が形成され、観光客

が平成２５年度から３年で７６％の急増となっている。また、町東部の農業体験施

設「水車の里フルーツトピア」や、矢掛町総合運動公園の利用者数も順調に伸びて

おり、町外からの来場者が多数を占めている。  

しかしながら、それら施設を繋ぐ道路は幅員が狭く経路が複雑であるため、施設

間の移動が少ないことが課題であり、新たな経路の整備が望まれている。  

「矢掛町しごと・ひと・まち総合戦略」においても「水車の里フルーツトピア」

や「矢掛町総合運動公園」の利用者が中心市街地にも訪れる仕組みづくりを目指し

ている。 

また、道の駅山陽道やかげ宿の完成などによって、矢掛町中心市街地に賑わいが

生まれているが、矢掛町中心市街地西側から井原市方面へのアクセスには、幅員が

狭い道路があり通行しづらいことが課題となっており、地域間交流のより一層の促

進のため、経路の整備が望まれている。 

井原市においては、青野地区や明治地区といった既存の施設を利用して生産労 

力を節減できている生産団地に比べ、市北西部の三原地区や共和地区は、広域農道

が未整備のため、生産団地から選果・出荷施設への迂回を強いられていることなど

から、過疎化・高齢化と合わせ、農業の担い手不足となっている。 

しかしながら、井原市は、三原地区や共和地区などの高地の特性を生かし、１２

月上旬までの出荷を可能にした「遅出しぶどう（冬ぶどう）」の栽培技術を確立し、

生産体制に入ろうとしている。  

市場での評価は、知名度の低さから当面期待できないため、まず、広域連携を利 

用し矢掛・井原地域内の各直売所において販売を行う予定であり、特に知名度の高 

い「水車の里フルーツトピア」まで円滑に搬送する経路の確立が急務となっている。  

また、担い手の不足から三原・共和地区への通作の必要が生じており、「おかや 

ま創生総合戦略」に掲げられた「産地づくりを進める市町村の支援」と「農業参入

を促進」するための「交通基盤の整備」が強く望まれている。  

  

４－３ 計画の目標  

こうした状況を踏まえ、地方創生道整備推進交付金により矢掛町の町道と井原市

の広域農道を一体的に整備することで、矢掛町東部から井原市北西部までのアクセ

ス時間が短縮する新たな道路ネットワークが構築され、時間的な余裕が生まれる。

「地域資源の魅力の再発見」を発信するなど広域観光の推進により観光客の増加を

図る。 

また、交通基盤の整備により物流機能が強化され、相互の農産物並びに加工品に

ついて市町を越えて６次産業化することが容易になるため、新たな商品の拡充や客

数の増加等による各直売所（特に「水車の里フルーツトピア」）の売上額の向上を 

目指し、人や物の交流・連携のさらなる促進を図る。 
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さらに、交通基盤の整備により通作条件が改善することから、井原市のぶどう（ピ

オーネ及びシャインマスカット）の栽培面積拡大を目指し、併せて「水車の里フル 

ーツトピア」や矢掛・井原地域にある「おかやま元気！集落」のグリーンツーリズ 

ム等により農業の魅力や新たな農産物のＰＲを行うことで新規就農者の増加を図 

り、農村の活性化と農産物の供給力の向上に取り組む。 

 

（目標１）観光交流の活性化 

矢掛町及び井原市の主要観光施設の年間観光入込客数の増加  

７５１千人（Ｈ２８年度）→８２６千人（Ｒ６年度）  

（目標２）地域間交流の増加 

矢掛町主要施設における井原市民利用者数の増加  

１４９人（Ｈ２８年度）→１６３人（Ｒ６年度）  

（目標３）担い手の確保 

井原市における新規就農者数の増加（累計）  

６人（Ｈ２８年度）→４２人（Ｒ６年度）  

  

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

井原市及び矢掛町の道路網は、東西に延びる国道４８６号を軸として周辺の県

道、市町道及び広域農道等から成っている。 

井原市北西部では広域農道の終点部２．１１ｋｍの未整備区間を整備し、農産物

の出荷の効率性を高め、周辺住民の生活環境改善や所得向上を図る。  

また、矢掛町では、矢掛町総合運動公園や農業体験施設「水車の里フルーツトピ

ア」等と観光拠点である中心市街地との施設間を結ぶ０．２５ｋｍの町道を新たに

整備することで新たに道路ネットワークを構築し、観光振興や人・物の交通連携の

促進を図る。また、バイパス整備されている県道東水砂矢掛線に接続する町道辻堂

線の道路改良を行うことで、井原市と矢掛町の地域間交流のより一層の促進を図

る。 

これらの、町道と広域農道を一体的に整備することにより、矢掛・井原地域の道

路ネットワークが再編され、主要観光施設への集客や農産物の物流機能の強化を図

るとともに、井原市と矢掛町の地域間交流による生産物の相互供給や、広域圏での

加工品の開発などの６次産業化による、雇用創出や所得向上など、地域の活性化を

図る。 

  

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業  

（１）地方創生道整備推進交付金【Ａ３００８】 

対象となる施設は、次のとおり事業開始に係る手続きを完了している。  

なお、整備個所等については、別添の整備個所を示した図面による。  

 〇町道 道路法に規定する町道に認定済み。（ ）内は認定年月日。  
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   運動公園線（平成２９年１２月８日） 

  辻堂線（平成１５年３月１１日） 

○広域営農団地農道整備事業   

井原芳井地区  

 事業採択を平成２年６月７日に国より通知を受けるとともに、事業計画につ 

いては平成２年７月１７日確定。平成２３年２月２２日事業計画の変更確定。  

［施設の種類］  ［事業主体］  

・町  道      岡山県小田郡矢掛町  

・広域農道     岡山県  

  ［事業区域］ 

   ・井原市及び岡山県小田郡矢掛町  

［事業期間］ 

・町   道      平成３０年度～令和６年度 

・広域農道     平成３０年度～令和６年度  

［整備量及び事業費］  

   ・町   道      ０．４ｋｍ 

   ・広域農道      ２．１１ｋｍ  

   ・総事業費      ３，０８５，０００千円（内交付金１，５４２，５００千円） 

町道        ５８５，０００千円（内交付金  ２９２，５００千円） 

広域農道     ２，５００，０００千円（内交付金１，２５０，０００千円） 
  

［事業の実施状況に関する客観的な指標及び評価の方法］ 

（平成・令和/年度） 
基準年  

(H28)  
H30  R1  R2  R3  R4 R5 R6 

指標１  

矢掛町内年間宿泊客数

（前年度）の増加  

  

6,147  

人  

  

6,917  

人  

  

7,688  

人  

  

8,458  

人  

  

9,229  

人  

  

9,229  

人  

  

9,229  

人  

  

10,000 

人 

指標２  

水車の里フルーツトピア

の売上額（前年度）の増

加  

  
39,000  

千円  

  
39,000  

千円  

  
39,000  

千円  

  
39,000  

千円  

  
39,100  

千円  

  
39,100 

千円  

  
39,100 

千円  

  
41,000 

千円 

指標３  

井原市におけるピオーネ

及びシャインマスカット

の前年度栽培面積  

  

67.8  

ha  

  

70.6 

ha  

  

73.5 

 ha  

  

76.3 

 ha  

  

79.2 

 ha  

  

79.2 

 ha  

  

79.2 

 ha  

  

82.0 

ha 

 

毎年度終了後に矢掛町および岡山県の職員が必要な調査を行い，速やかに 

状況を把握する。  
  

［事業が先導的なものであると認められる理由］  
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（政策間連携） 

井原市北西部では、過疎化・高齢化による農業の担い手不足に対処するた

め、農産物の出荷に当たっての輸送効率の向上や周辺住民の生活環境の改善を

必要としており、広域農道の終点部２．１１ｋｍの区間の整備が求められてい

る。また、矢掛町では観光振興を行う中で、矢掛町総合運動公園や農業体験施

設「水車の里フルーツトピア」等の施設間の周遊性の向上を必要としており、

町道運動公園線の整備が求められている。さらに、道の駅山陽道やかげ宿の完

成などによって矢掛町中心市街地に賑わいが生まれ、交通量が増加している。

町道辻堂線の整備によって、矢掛町中心市街地の西側から井原市方面へのアク

セスが容易になれば、井原市と矢掛町の地域間交流がより一層促進されること

が期待される。 

そこで、地方創生道整備推進交付金により、矢掛町の町道及び井原市の広域

農道を一体的に整備することで、個別に整備する効果に加え、地域の新たな道

路ネットワークの構築で地域の主要観光施設の呼込客数の増加、交通基盤の整

備による物流機能の強化で人や物の交流促進、通作条件が改善されることで広

域的に新たな農業の担い手を確保するなど、地域再生の目標達成に資すること

を目指している点で先導的な事業となっている。 

  

５－３ その他の事業  

地域再生法による特別の措置を活用するほか，「矢掛・井原の人が行き交う元気な

地域づくり計画」を達成するため，次の事業を総合的かつ一体的に行う。 

  

５－３－１ 地域再生基本方針に基づく支援措置 

該当無し  

  

５－３－２ 支援措置によらない独自の取組 

（１）道の駅山陽道やかげ宿整備事業  

事業概要 道路管理者である岡山県が道の駅の整備を計画し、令和２年度に

道の駅山陽道やかげ宿が完成した。道の駅の整備計画に合わせ

て，矢掛町の中心市街地周辺の観光総合案内，定住促進，まちづ

くり活動の拠点づくりを目的に，矢掛町が道の駅から中心市街地

への導線となる町道及び地域振興施設の整備を行うもの。  

実施主体 岡山県小田郡矢掛町 

実施期間 平成２８年度～令和２年度 

（２）広域観光連携事業  

事業概要  井笠広域観光協会及び井原線沿線観光連盟の事業として，井原 

          市，矢掛町を含む複数の自治体や各種団体が広域的な観光客受け 

入れを行うため、協力して広域での観光ツアーの開発や観光Ｐ 

Ｒ，観光パンフレットの作成など様々な事業を行うもの。  

実施主体  岡山県小田郡矢掛町 

実施期間  昭和６２年度～現在 
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（３）農業体験施設「水車の里フルーツトピア」指定管理委託事業  

         事業概要  農業体験施設「水車の里フルーツトピア」は，平成５年８月に完

成し，町の活力ある農業の振興と地域づくりの重要な拠点とし

て，各種研修や特産品開発，農業体験事業を行っている。施設管

理の他，新商品の開発や収穫体験等，町外からの利用者を増やす

取り組みを積極的に行うため、平成２５年４月から株式会社エン

ジョイファームに指定管理委託するもの。（平成２９年度には，

地方創生推進交付金事業を活用し，大規模改修を実施した。）      

実施主体  岡山県小田郡矢掛町 

実施期間 平成２５年度～令和４年度（予定）  

（４）矢掛町総合運動公園指定管理委託事業 

       事業概要 平成２６年３月に全面供用開始した矢掛町総合運動公園は，多目      

的グラウンドや野球場に加え，大型遊具，芝すべりゲレンデ，健 

康広場等幅広い年代が楽しめる施設となっている。施設の管理の

ほか，各種スポーツ教室やイベントを企画し，町内外から多くの

利用者を迎えるため、平成２８年４月から，施設の管理を特定非

営利活動法人やかげスポーツクラブに管理を委託するもの。 

       実施主体 岡山県小田郡矢掛町 

実施期間 平成２８年度～現在  

（５）農業生産基盤と農村生活環境の整備  

事業概要 農村地域では，農業生産と地域住民の生活が同じ空間で営まれて

いることから，農業生産基盤と地域での生活を支える集落基盤が

一体となっている。農業と農村の振興を図るため、農山漁村地域

整備交付金、農地中間管理事業など活用し，これら農業生産基盤

と農村生活環境の整備をおこなうもの。 

実施主体 岡山県  

実施期間 平成２５年度～現在 

（６）新規就農者支援事業  

       事業概要 就農してもらうために、空き家・空き農地を活用した移住支援、

補助制度を含めた就農支援を行うもの。 

       実施主体 岡山県、岡山県小田郡矢掛町  

       実施期間 平成２３年度～現在  

  

６ 計画期間   

  平成３０年度～令和６年度  

  

  

７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項   

７－１ 目標の達成状況に係る評価の手法  
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４に示す地域再生計画の目標については，計画期間の中間年度及び計画年度終了

後に岡山県及び矢掛町が必要な調査等を行い，速やかに状況を把握する。目標の効

果的な実現に向けて必要な計画の見直しや変更を行う。 

  

目標１  

観光交流の活性化については、岡山県及び矢掛町が計画期間の中間年度及び計 

画年度終了後に岡山県産業労働部観光課からの提供データにより把握する。  

  

 

目標２ 

地域間交流の増加については、矢掛町が計画期間の中間年度及び計画年度終了

後に矢掛町産業観光課集計のアンケート調査により把握する。 

  

  

目標３  

担い手の確保については岡山県が計画期間の中間年度及び計画年度終了後に 

井原市農産課からの提供データにより把握する。  

  

７－２ 目標の達成状況に係る評価の時期及び評価を行う内容  

  

  
平成 28年度

（基準年度）  

令和 3年度 

（中間年度）  

令和 6年度 

（最終目標）  

目標１  

観光交流の活性化  

（矢掛町及び井原市の主要観 

光施設の年間観光入込客数（前

年度）の増加）  

  

751 千人  

  

803 千人  

  

826 千人  

目標２  

地域間交流の増加  

（前年度６ヶ月間の矢掛町主要施

設の井原市民利用者数）  

149 人 156 人 163 人 

目標３  

担い手の確保  

（井原市における前年度の新規就

農者数）  

  

6人  

  

30人  

  

42人  

  

７－３ 目標の達成状況に係る評価の公表の手法 
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４に示す地域再生計画の目標については，中間評価及び事後評価の内容を，速や

かにインターネット（岡山県，矢掛町のホームページ）を利用して公表する。 


